
      名取市協働提案事業企画書  （様式１） 
 

令和   年  月  日 
名取市長 あて 

団体名 
  
なとり健康クラブ 

団体の所在地  名取市増田字柳田８０ 

代表者職氏名  代表 名取たろう 

団体連絡先  ０２２－３８４－２１１１ 

設立年月日  令和６年４月１日 

事業の 
問合先 

氏名  宮城 さぶろう  （本事業企画担当） 

電話  ０２２－３８４－００００ 

メール  natori－○○○＠○○○ 

 
 

応募区分 担い手育成型 

事業の名称  １日６グラム美味しく減塩事業 

事業実施期間 補助金交付決定日・契約日から 令和８年 11月 30日まで                                  

総事業費  １２４，０００円 内、市に支出を求める額  １００，０００円 

解決したい課題 
減塩の重要性をＰＲし高血圧の市民を減らし、健康的に、いきいきと暮らすことができる
市民を現状よりも多くしたい。 

事業目的 

国民健康保険加入者の特定健診の結果から、約 4.5 人に一人が高血圧になってい

ることが判明。また、宮城県の食塩摂取量は、47 都道府県において、男性ワース

ト１位、女性ワースト９位となっており、食塩摂取量が多い状況です。そのため、

減塩の重要性をＰＲし市民の健康維持に資するもの。 

 
 

Ｑ１ 

補助金の額は、名取市協働事業審査会において決定され、審査の結果『採択』された場
合でも、補助金の額が希望の額（別紙名取市協働提案事業提案書、４名取市負担額
（Ｂ）に沿えない場合があります。 

理解した 

Ｑ２ 上記の場合でも事業の実施が可能ですか。 実施可能    実施不可能 

事前相談日（   ）月（   ）日    確認日（   ）月（   ）日 代表者氏名（                   ） 

 

記入例 
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事業内容 

減塩の大切さを知ってもらい、無理せず減塩に取り組んでもらうため次の活動を行い

ます。 

  〇「減塩ラボ」というワークショップを開催 

    ９月コース：２回 １０月コース：２回  計４回 

各コースの 1回の所要時間は２時間程度（１０時から１２時） 

    （１）適正な食塩量を知ってもらう 

（２）実践的な減塩のコツを知ってもらう 

   ＜ワークショップの内容＞ 

（１）適正な食塩量を知ってもらう 

     ・見える化して適正な食塩量を知ってもらう 

     ・自宅で作った味噌汁を持参してもらい、現在の塩分濃度を調べる 

（２）実践的な減塩のコツを知ってもらう 

       ・減塩のしょうゆや味噌を使って、食材本来の味の楽しみ方を知っても

らう 

       ・食材を選ぶときのポイント 

       ・外食するときのポイント 

       ・調理方法や味付けのポイント 

  〇減塩のリーフレットを作成する。「減塩ラボ」の参加者と公民館で配布する。 

       ・リーフレット（〇〇〇部作成） 

スケジュール 

６月 ワークショップ時のレシピ等を検討 

リーフレット作成 

７月 ワークショップ参加者募集のチラシ作成 

広報原稿作成 

８月 ９月コース募集開始、広報８月号掲載、チラシ配布 

９月 １０月コース募集開始、広報９月号掲載、チラシ配布 

９月コースのワークショップ開催（２回） 

１０月 １０月コースのワークショップ開催（２回） 

９月コースのワークショップのアンケート集計 

１１月 １０月コースのワークショップのアンケート集計 

各公民館へリーフレットを配布する 

協働で取り組み 

必要性・メリット 

・市が持っているノウハウ等の情報を得られ、互いに情報共有できる。 

・市が持つ情報発信の活用により、広報・宣伝・ＰＲがしやすく、事業内容を広く周知で

きる。 

・市と協働して実施することにより、当団体の認知度が高まる。 

 

期待する成果 

ゴール 

減塩に関心を持ち、取り組む市民が増えることにより、食生活が改善され、医療費削減に
繋がることが期待できます。 
また、健康寿命が延び、いきいきと暮らすことができる。 
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    名取市協働提案事業収支予算書 （様式２） 

 

団体名 なとり健康クラブ                                

事業収支計画                   

事業に係る見積り金額（総事業費）（Ａ）   １２４，０００円 

うち、名取市に支出を求める額（Ｂ）   １００，０００円 

消費税について 

消費税免税業者は「税込」、消費税課税業者は「税

抜」で見積額を記入してください。 

消費税免税業者      消費税課税業者 

どちらかに〇をしてください。 

（収入） 

区分 見積額（円） 積算根拠 

市に支出を求める額（Ｂ） １００，０００  

実費徴収  ２４，０００ （１回３００円×２０人）×２コース 

合計（Ａ）   １２４，０００  

（支出） 

区分 見積額（円） 積算根拠 

報償費   

旅費   

需用費 

消耗品費 
 

 

印刷製本費   

役務費 

通信運搬費   

保険料   

手数料   

使用料   

   

合計（Ｂ） １２４，０００  

 

この事業を行う上で、必要となる経費となります。 
 
Ｐ１０．Ｐ１１をご確認の上、計上してください。 
 

(How much) 


